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1は じ め に

山形県南陽市地内吉野川流域の農用地土壌汚染対策

地域として,現在263 haが 指定されている。 その土壌
型帰1内 訳は表 1に 示すように5つ の土壌型に大別され,

その面積は灰褐色土壌ア4 ha,泥炭土壌 66ヽ と比 較的

大きく,礫層土壌は31 haと 少ない。
これまで,水稲のカ ドミウム吸収について土壌型 と
の関連で検討 した例はほとんどみられない。

そこで,筆者 らは土壌型が異なること(特 に土壌の

酸化還元性 ,排水の良否など)に よって,水稲のカド
ミウム吸収も当然変化することを予想 し,こ れらの解

明の糸口として土策型別にカドミウムの存在形態を検

討した。

2試 験 方 法

1 供試土嬢およびその化学性
表 1に示すように山形農試が昭和51年 まで実施し終

了あるいは継続中の現地試験跡地上壌を土壊型別に 5

“
ごと15“ まで層位別に採取 し,風乾.節別 して分析
試料 とした。

なお, グライ土壊で堆1巴を3年間運用 した土壌につ

いても同様に採取 し試料 とした。

供試土壌の化学性 は,泥炭土壌が全炭素10～12%で

表 1 吉野川流域汚染対策指定面積 (上壌型別 )及 び試料採取地点
〈県土壌汚染対策室調べ )

土 壌 型 面  積 同 左 比 試料採取地点 備 考

泥 炭 土壊 強 粘 土

強 グライ土壌強粘土

グライ土 壌 強 粘 土

灰 褐 色 土 壌 粘 土

礫 層 土 壌 砂 土

66 ha

55

59

74

31

25%
20

15

28

12

南 陽 市 欄 家

″ 宮 内
農試置賜分場

南陽市八幡前

S49-51現地試験実施
S54～現地試験継続中
S50～ 51枠 試験跡地
S48～ 51現地試験実施

合 計 265

高 く,かつ置換容量30■・0/10け,石灰飽和度65%,J

`3で
はぼ中性であった。強 グライ土壌は全炭素

`5%,
置換容量 20m・ o/100′であり石灰飽和度が45%と 比較的

低く,pH5フ であった。また,グライ土壌および灰褐色
土壌は化学性が類似 しており,全炭素 35%,置換容量
20■・0/100,,石 灰飽和度60%,pH65程 度であ った。
堆肥運用土壌は全炭素の増加が認められたが,その他
は明らかでなかった。

2 分析方法
白〃 )ら の方法に準 し,各形態の カドミウムを土壌 と

抽出液の比 1:5,常 温で 1時間振とう抽出し,ろ液

表 2 分散分析表

有機態 カ ドヽウム

について原子吸光法によ って定量した。

なお,抽出剤として水溶態は再蒸留水,有機態は01
Mピ ロリン酸ツー〆,置換態 N塩 化カルシウム,希塩
酸可溶態は 01N塩酸を使用 した。また全カドヽ ウム)

(過塩素酸法 )は 三混酸分解後 DDTC― M工 BK抽 出,
原子吸光法によった。

5試 験 結 果

各形態のカドミウム濃度を全カドミウムに対する比

率に換算 し分散分析を行な った結果を表 2に示した。

それによると,15“ までの層位間には各形態のカド|

置換態カ ドミウム 希 塩 酸 態

層 位 間

土壌型間

誤  差

4,6  2
76961  4
20,7  8

248   1195
19240   7544**

262

11555   2    5578

14,115  4   37278
18532  8  2`54

2.47 48.01

15.84ir 115.32

196.42

2401   098
2803   117
2555

2

4

8

L.S.2(005)-500 LS.2(005)='14
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ウムとも有意な差は認められなか った。さらに図 1に

示すように,有機態カドミウムは強 グライ土壌 528%
>灰褐色土壌≒ グライ土壌 266～246%>泥炭土壌

`ζ

5

%の順で全炭素含有率の高い泥炭土壌で少なく,全炭
素含有率と有機態カドミウムとの間には相関が認めら

れなかった。 しかし,堆肥を3年間連用 した土壌では
有機態カドミウムの割合が増加 した。

置換態カドミウムは泥炭土壌が 320%で少ないが,
他の土壌型間には有意差がなく泥炭土壌 を除いた平均

値は 5,4%で あ癸 。瀬川 Dら は N―塩化加里によって
70～∞

`抽
出されると報告 しているが,こ の値 と比較

すると筆者らの結果はかなり小 さい。これは瀬川 らは

SchO■ lenber8orの塩基置換容量測定装置 を 使用 して

いること,抽出剤が異なることなどからくる抽出条件
の差であると考えられる。

なお,置換態カドミウムと塩基置換容量 との間には
一定の傾向が認められなかった。

希塩酸可溶態カドミウムは土壌型間に有意な差はな

く,全土壌型の溶出率平均値は 791± 51%で あ,。
伊藤 1)は希塩酸による重金属の抽出には,そ の抽出液
の pHと 溶出率がきわめて密接な関係があることを指摘

しているが, この抽出漁 pHに 影響を与えると考えら
れる土壊 pH,置換性石灰,石灰飽和度との間に相関は

認められなかった。

全カドミウム濃度は強 グライ土壌 (9"m)>灰福色
≒ グライ土壌 (8 5 ppmD>泥 炭土壌 (12pp)で 泥炭土
壌は汚染程度が低か った。

なお,水溶態カドミウムはいずれの土壌型にも認め
られなかった。

前述のように希塩酸抽出法によるカドミウムの溶出

は,その抽出液 pHの 影響が大きいと考えられるので塩
酸濃度を変えてカドミウムの抽出を試みた。その結果 ,

図 2に示すように 001N塩酸可溶カドミウムは抽出液
pXが 35～38と ほとんど同一であるが,溶出率は強 グ

図 1 土壌型
"1・

カドミウムの形態
(全 0こ に対する比率 0～15“平均値 )

図2 N/1oo塩酸に対する溶出率 (T― ¨に対する比率)

ライ土壌 204%>グ ライ土駆 ア0%>灰褐色IEX 28%
>泥炭土壌 00%と 強グライ土壌で高 く,泥炭土壊では
ほとんど溶出されなか ったことは注 目される。しか t′ ,

01,05,lN塩 酸可溶カドミウムでは土壌型間に差は認
められなかった。

また,図 3か ら明らかなように抽出液 pHが 上昇す

るとカ ドミウムの溶出率が低下する。特に泥炭土壌で

著 しく,抽 出液 pH5以 上ではほとんど溶出が認められ

なかった。溶出曲線 (抽出液 pHと 溶出率)は泥炭土壌

を除 く他の土壌型では,ほぼ類似 した曲線であった。
この溶出曲線から判断すると,各土壌型とも抽出液 pH

が 0～ 1の間では,カ ドミウムの溶出率がほぼ一定 にな

るものと推察された。この点に関 して,伊藤 1)の実験
とほぼ同一の結果を得た。

浸出液pH

図 3 抽出液 p菫 と溶出率 (T― Cこに対する比率)

4 ま  と  め
県内のカドミウム汚染土壌 (4土壌型 )に ついて,
その存在形態 を検討 したところ次の結果を得た。

(1)有機態カドミウムは強 グライ土壌で多く,泥炭
土壌で少なかった。

12)置換態カドミウムは泥炭土壌で少なか ったが ,
他の土壌型間には有意差は認められなかった。

0)希塩酸可溶カドミウムは土壌型間に有意な差は な
か った。

なお,水溶態 カドミウムは,い ずれの上壌型にも認
められなかった。

14)塩 酸濃度 をかえヽ カドヽ ウムを溶出 したところ,
001N塩酸可容カドミウムで土壌型間に差が認められた。
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